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 『GOTOグローカル２』 

～総合的な学習「バラモンプラン」～ 
校長   原田 尚之 

 

７月号で紹介したGOTOグローカルに向け、現在「総合的な学習」を見直しております。様々な地域の人々や教職員から意見を聞き、９月に全職員

に方針を説明し、プロジェクトチームを結成しました。１１月初旬までに４回のバラモンプランプロジェクト会議を行って検討しております。今回は、

その進捗状況について紹介します。 

 

●現在生徒が置かれている状況について分析しました。 

            
●身近な地域の課題から自分の将来を考えていきます。 

            
●３年間を見通したキャリア教育「バラモンプラン」の概略です。 

            
 

７月号でも書かせていただきましたが、進路指導の最終的な目標は 

「自分の特性を生かし、いかに社会的貢献をするか」 

を考える事だと思います。しかし、高校時代は身近な地元の課題に対して 

「自分の特性を生かし、いかに地元の活性化に貢献するか」 

を考えてほしいと思います。身近な事から取り組むことによって、より具体的に考える事ができ、様々な視点を養う事ができるからです。 

 

将来は世界に羽ばたきグローバルな世界で活躍する人もいるでしょう、また、地元に戻りローカルな世界で活躍する人もいるでしょう。どのような立場で

活躍するにしても、様々な立場や分野から、自然豊かで素晴らしい五島の活性化に貢献してもらいたいと思っています。できればGOTOグローカル（グロー

バルな視点を持ち、ローカルに活躍する）な世界で活躍してほしいと願っています。 

各ご家庭でもお子様の進路を考えるとき、このような話題も交えて考えていただければ幸いです。 
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准看護師資格試験１００日前集会 

 １１月１０日（火）に准看護師資格試験１００日前集会が開催され、３年７組２０名に対し、学年主

任の久保田先生をはじめ数々の激励の言葉が寄せられました。 

在校生である１年 松江 梨奈さん・２年 南 陸斗くんからは、受験や資格試

験に向けたエールをいただきました。そして生徒代表の草野芽依さん・宮

本敦未さんからは、「多くの方々への感謝の気持ちを忘れず、２０名全員

合格するよう努力します。そして、先輩方が繋いできた伝統を引き継ぎ１

１年連続准看資格試験全員合格を成し遂げます。」という決意表明があり

ました。 

 最後は、坂本隆一くんが代表として指揮をとり今後の健

勝を祈って全員で手締めを行い、会場全体に皆の想いが広

がった集会となりました。まだまだやれる！— 残りの時間を大切に、みんなで頑張

ります。 

長崎県高総体駅伝競技（１１月５日） 

１１月５日（木）秋晴れの中、雲仙市小浜町を発着点とする雲仙小浜マラソンコースにおいて長崎県

高等学校駅伝競走大会が開催されました。男子が７区間４２．１９５ｋｍ、女子が５区間２１．０９７

５ｋｍを走り抜き、師走に京都で行われる都大路を目指して競い合いました。 女子が朝１０時にス

タート。３０校が参加。昨年の順位１５位から１７位へと順位を下げたものの、２年生を主体とするメ

ンバーで粘りのある走りをみせてくれました。男子は昼１２時２０分スタート。４１校が参加。３年生

の快走とチーム全体の駅伝にかける思いにより、昨年の１９位から１６位へと順位をあげることができ

ました。 

２月に行われる長崎県新人駅伝に向けて今回の経験を自信につなげて欲しいと思

います。 

—結果— 

女子総合 １５位→１７位（１時間２４分５７秒 →１時間２５分５６秒） 

男子総合 １９位→１６位（２時間２８分２４秒 →２時間２７分４５秒） 

   高大連携事業（化学） 
   

11月16日（月）、２年４・５組を対象に長崎大学との高大連携事業として、化学分野のクラスラ

ボが実施されました。 

今年度も昨年度に引き続き、長崎大学大学院医歯薬総合研究科の石原淳先生に「光の化学」という

テーマで講義をしていただきました。発光生物が発光する仕組みを、ルミノール反応や発光ペンを用い

た実験を交えながら、わかりやすく説明していただきました。中でも、乾燥させたウミホタルを発光さ

せる実験では、その発光の美しさと死骸であっても発光することへの驚きに、生徒からは喚声があがっ

ていました。 

受講後の生徒からは、「死んでしまったウミホタルが発光するのが不思議だった。」「ルミノール

血痕検証や励起状態など、知らない単語がまだまだたくさんあることを実感した。」「今日は分かりや

すく話してもらった。これからの授業で習うこともあると思うので、今日のことを思い出したい。」な

どの感想を聞くことができました。どの生徒の表情からも、充実した時間を過ごしたことが窺えまし

た。 

理科の高大連携事業は、12月にも物理・生物分野で計画されています。今回のクラスラボ同様、充

実した時間になるのではないかと思います。 
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スクールカウンセラー講演会（１１月１０日（火）） 

 １１月１０日(火)７校時目に、現代の高校生が人とかかわりながら生きていくためのスキルや考

え方を学ぶ機会とする講演会が開かれました。講師は本校スクールカウンセラーの山野有希先生

で、演題は「柳に雪折れなし～○○○○な心を育てよう～」でした。この演

題に○の中に何が入るのかを考えながら講演を聞き、その中には「しなや

か」という言葉が入ることがわかりました。しなやかな心を育てるためにど

うすれば良いのか、活動などを交えながら教えていただきました。生徒の皆

さんはこの講演会で学んだ、友人の良いところを見つけて、恥ずかしがらず

に伝えてください。また、心のＳＯＳについては、周囲の人に「助けて」と

伝える勇気を持ちましょう。 
  

人権教育（１１月１７日（火）） 

 １１月１７日（火）７校時に本校体育館にて人権教育講話が行われ

ました。今年は、五島人権擁護委員の石黒則子先生の「差別のない社

会を目指して」という題のもと、同和問題についての講演をしていた

だきました。石黒先生の話では、人権問題を考えていく上で大切な

「５つのＣ」の紹介があり、自分と違う人を認め、なぜ差別が起きて

いるのか疑問を持つこと、自由を手にするために自ら動くことの大切

さを教えていただきました。高校を卒業後は多くの生徒が五島から離

れた土地で生活をしていきます。その中で、生徒一人ひとりが差別や

偏見に対して疑問を持ち、差別をしない、差別を受けない社会で成長

していって欲しいと思います。 

                                  講演中の石黒則子先生 

心に響く人生の達人セミナー （１０月３０日（金）） 

 

元米国三菱電機(IT)社長、外務省委嘱非核大使 宮田隆氏を迎え、「新しい時代の新しい人たち

へ＝グローカルに生き抜く力、堂々と『王道』を歩む＝」という題で講話をして頂きました。 

実際に、原子爆弾(ファットマン)の原寸大模型を横に、命、平和のお

話から始まり、社長時代のモノ作りの話や、海外生活について、最

後には、五島の自然や教会群などの魅力を外へ発信していこうと熱

く語って頂きました。 

 生徒の感想の中には、「現代の状態を知り、自分を見つめなお

し、これからの為にがんばろう」や「五島の美しさや、空、星、海

などの自然を誇りに思うようにしていきたい」と寄せられていまし

た。未来のために努力を続けていこうと、奮い立たせてくれる講演

会となりました。                          講演中の宮田隆氏 

 

地域清掃（１０月３０日（金）） 

 １０月３０日（金）に地域清掃が行われました。この日は曇天で、時折小雨がぱらつく中での活動

でしたが、生徒たちは学校周辺の地域をより綺麗なものにするためにごみ拾いを中心に行いました。

学校のある池田町から遠くは江川町に至るまで、「自分たちが生活している地域からごみをなくそう」

と全生徒が意欲的な取り組みをみせ、わずか１時間の間に、ゴミ袋が一杯になるほどのごみ拾いを行

うことができました。今後は校内からこの綺麗な空間を保っていってもらいたいものです。 
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五島地区公立高等学校ＰＴＡ研修会（１１月２１日（土）） 

１１月２１日（土）、福江文化会館において、五島地区高等学校・特別支援学校ＰＴＡ研修会が実

施されました。はじめに、各校の前会長様に感謝状と記念品の贈呈を行いました。次に、九州文化

学園高等学校の久家謙二校長先生から『育てるとは ～子どもたちに夢をかけて～』と題してご講

演いただき、先生の今までのご経験から、子どもたちへの言葉や愛情をかけることがいかに大切か

を教えていただきました。最後に、本校の野口和男ＰＴＡ副会長様より、『ネット社会を生き抜く

子どもたちのために』という題で、本校の取り組みやアンケート結果を踏まえ、意見発表をしてい

ただきました。すべての内容が、本当に素晴らしく、有意義な研修になったと思います。本校から

も朝早くから、たくさんの保護者の皆さまにご参加いただきました。本当にありがとうございまし

た。来年は、本校が担当校になります。素晴らしい研修会になるように準備を進めてまいりますの

で、ご協力いただきますようよろしくお願いします。  

私たち写真部は、何気ない日々の生活の中にあ

る、人の感情や表情、心に残る風景などをみなさ

まに伝えるため、たくさんの写真を撮ってきまし

た。今回、部員それぞれが、「家族」「友人」

「風景」「夏の終わり」「秋」などをテーマに県

総文祭写真展に応募しました。現在４作品が予選

を通過し、本戦の準備をしているところです。一

枚でも多くの作品が入賞し、それぞれの想いを伝

えたいと思います。これからもそれぞれの感性を

磨きつつ、人を感動させるような写真を撮ってい

きたいと思います。          写真部 

 私たち美術部は、高校美術展に

向けて半年以上、油絵の制作をし

てきました。昨年度は全員入賞と

いう目標を果たすことができ、１

名は九州大会にも出場しました。

今年は新たに全員優秀賞をとるこ

とを目指して、顧問の西澤先生の

ご指導のもと、頑張っています。出品まで残り

少ない日数ですが、それぞれ自分の納得がいく

ように制作に励んでいきたいと思います。  

美術部 

 

県新人戦結果報告 

〈ソフトテニス男子〉 

【団体】１回戦 五島●０ー３佐世保西 

【個人】麦田・中元ペア ベスト６４ 

〈ソフトテニス女子〉 

【団体】１回戦 五島○２－１佐世保高専 

    ２回戦 五島○２－０五島海陽 

    ３回戦 五島●０－２純心 

〈剣道部〉 

 【男子団体】五島●０ー１西陵 

 【女子団体】五島○２ー１上対馬 

       五島●０ー３大村 （予選敗退） 

 【男子個人】内海駿（ベスト１６） 

〈柔道部 〉 

 【男子団体】第３位 

 【男子個人】６０㎏級 第３位 梶尾博次 

〈バドミントン部〉 

 【男子団体】準優勝 

 【女子団体】五島●０ー３大村 

 

各種大会結果報告 

〈陸上部〉 

 平成２７年度全九州高等学校体育大会 

 １１０ｍハードル 戸川宏一 第１１位 

〈バスケットボール部男女〉 

 男子 ウィンターカップ予選  ３回戦敗退 

 女子 ウィンターカップ予選  １回戦敗退 

〈野球部〉 

 第２１回五島地区高等学校野球選手権大会 

 優勝（５連覇） 

〈百人一首かるた部〉 

 第５回九州地区高等学校小倉百人一首かるた競技大会 

 ベスト８ 

 

 

 

  ☆各作品展（県写真展、県高校美術展） 


